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台風が過ぎ去り、ようやく秋らしくなってきました。朝晩と日中

の寒暖差が大きく、体調を崩しやすい季節でもあります。その日の気

温に合わせて制服の中の肌着を調節するなどして、自分で体調管理を

しましょう。 

さて、秋といえば、スポーツの秋、芸術の秋、読書の秋、食欲の

秋！いろいろな楽しみ方がありますが、みなさんはどんな秋を過ごし

ますか？生活リズムに気をつけながら、旬のものを食べて、たくさん

体を動かして、体力をつけて、楽しく過ごしてくださいね。 

 

 



～身近な薬と健康について～ 

 頭やおなかが痛いとき、風邪をひいたとき･･･、

私たちは症状を和らげるために薬をのみます。体調

を崩してつらいとき、薬はとても頼りになる存在で

す。 

しかし薬には、症状を和らげる目的で飲むときで

さえ、その「効果・効能」と同時に、必ず目的から外

れた副作用があることも覚えておいてください。副

作用は眠くなる、のどが渇くなど軽いものから重い

ものまで薬により様々です。 

薬は症状にあったものを、決められた用法で決め

られた分量だけ正しくのんだ時のみ効果・効能を発

揮します。頭痛や生理痛などがひどくつらい時は、使

用上の注意に書かれている副作用の欄もよく読んだ

上で、上手に活用するようにしてください。また、自

己判断せず、必ず保護者に相談してください。特に、

解熱鎮痛剤などは、15 歳以上と以下では使用できる

薬が違うので注意が必要です。（薬の使い過ぎにより

頭痛が起こる場合もあります。） 

それほど症状がつらくない時でも、「安心感」を得

るためにむやみ

に薬をのもうと

する人がいます

が、薬は元気な

時にのんでも体にとっては毒にしかなりません。「とりあえず薬」に頼

ろうとする前に、普段から規則正しい生活を送り、人間に本来備わって

いる「自然治癒力」を高めておくことも心がけるようにしましょう。 


